
 

令和７年度第２回 愛知県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

運営協議会開催概要 
 
 
１ 開催日時 令和８年２月２５日（水）１５：００～１６：３０ 
 
２ 開催場所 愛知支部名古屋事務所１階会議室 
 
３ 主な議題 

イ 令和７年度業務進捗状況について 

  ロ 令和８年度訓練計画について 
  ハ その他 
 
４ 議事経過 
  資料に沿って事務局から説明の後、質疑応答が行われた。各委員からの主な意見は
以下のとおり。 

 
（離職者訓練について） 
・訓練修了者の職場定着率については、想像以上に定着率が高く評価できる。中小企
業等において、入社後１年から３年程度で離職に至る事例も多く、定着率の面で課
題があることから、より効果的な就職支援につなげていくため、詳細かつ具体的な
離職の理由を把握するよう努めていただきたい。 

 
（生産性向上支援訓練について） 

 ・当団体において生産性向上支援訓練を活用したが、会員企業からのニーズが高く大
変好評であり、来年度以降も継続して利用したいと考えているため、今後に向け初
学者や経験者など受講者のレベルに応じた具体的な訓練の内容等について相談さ
せていただきたい。 

 
（離職者訓練・学卒者訓練について） 
・港湾業界は、労働環境などの面から就職希望者が限られてしまう状況があり、せっ
かくポリテクセンター名古屋港の訓練を修了しても、他業界に就職する修了者が多
いため、港湾業界にとって大変厳しい事態であると認識している。このため、訓練
受講者募集パンフレットに港湾業界における仕事の魅力を掲載いただくなど、船内
荷役をはじめとする港湾業界の魅力をさらにアピールする取組に協力いただきたい。

あわせて、ポリテクセンター名古屋港においても、港湾業界全体に対して要望があ
れば積極的にお伝えいただきたい。 

 
（地域連携・地域貢献について） 
 ・ポリテクセンター中部には、施設設備の貸与をはじめ地域に大変貢献いただいてい

る。引き続き、技能五輪の開催や技能検定の合格者増加等に向けて支援いただきた
い。 

 ・当団体のイベントにおいて、特に年齢の若い方に職業体験を通してものづくりの魅
力を知ってもらう企画を考えているため、ぜひ協力いただきたい。 

 
 
 
 
 
 



 

 
令和７年度第２回 愛知県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

運営協議会 委員名簿 
 
 

 

  区 分 

 

  氏  名 

 

   所 属 及 び 職 名 

学識経験者 

（３名） 
藤 本 英 雄 名古屋工業大学大学院 名誉教授 

三  品     信 中日新聞社論説室 論説委員 

鈴 木 雅 也 
一般社団法人愛知県専修学校各種学校連合会 

副会長 

労働者代表 

（１名） 
川 島 一 家 

日本労働組合総連合会愛知県連合会 

副事務局長 

中小企業等代表 

（４名） 
伊 藤 雅 則 愛知県商工会連合会 専務理事 

佐々木 靖 志 愛知県中小企業団体中央会 専務理事 

國 保 雅  文 小牧商工会議所 専務理事 

山 本   敦 名古屋港運協会 船内部会 部会長 

行政機関 

（３名） 
林   幹 雄 愛知労働局 職業安定部長 

金  山 敏  和 愛知県 労働局長 

石 川   徹 小牧市 地域活性化営業部長 

（順不同、敬称略）   


